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山梨県のインフルエンザの発生状況について 

（富士・東部保健所管内注意報レベル入り） 
 

 令和５年第１１週（３月１３日～３月１９日）の感染症発生動向調査結果は次のとおり

です。 

 

インフルエンザの定点あたり報告数 

富士・東部保健所管内：12.00 人※1 

 

注意報レベル基準値の 10.00 以上となったことから、富士・東部保健所管内はインフル

エンザの注意報レベル※２に入ったと考えられます。 

 今後、県内で患者が増えることが予想されるため、予防対策を改めて県民に周知したい

ので、報道機関の皆様方にも御協力をお願いいたします。 

 
※1 【富士・東部保健所管内】9 定点医療機関の合計報告数 108 人 108 人÷9 医療機関＝12.00 人 

※2 県内全体で定点 1 医療機関あたりの報告数が   1.00 を超える  流行期入り 

保健所管内で定点 1 医療機関あたりの報告数が  10.00 以上   注意報レベル 

保健所管内で定点 1 医療機関あたりの報告数が  30.00 以上   警報レベル 

 

【保健所別直近の定点あたり報告数】 

週 山梨県 中北 峡東 峡南 富士・東部 

11 週(3/13～3/19) 4.32 2.54 0.86 － 12.00 

10 週(3/6～ 3/12) 3.80 2.54 2.00 － 8.11 

9 週(2/27～ 3/5) 2.90 3.23 1.29 0.33 5.78 

8 週(2/20～2/26) 3.37 3.85 1.43 0.33 6.89 

7 週(2/13～2/19) 1.95 2.00 1.00 － 3.78 

参考：直近の注意報レベル入りは、令和２年第４週（1/20 ～1/26）です。 

 

インフルエンザの特徴や予防などについては、こちらをご覧ください。 

【やまなし感染症ポータルサイト】 

https://www.pref.yamanashi.jp/kansensho/influenza.html 
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